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１はじめに

『歴代法案』の染織品については、沖縄県立図

書館資料編集室編集の「歴代宝案訳注本第１冊」

に解釈されている。本研究は、それらの解釈を踏

まえつつ、具体的な染織品について中国の文献と

伝存している琉球文化圏の染織品とを手掛かりに

考察するものである。

当時琉球が交易を行っていたアジア諸国の染織

品を技法別に上げ、いわゆる漢字をもとに解釈す

る。東南アジアの染織品についても当時の琉球人

がそれぞれの漢字を用いて名前を舶載される染織

品につけた。今日用いる漢字は中国の織物の名称

を参考にした。

ては、一回の航海で五、六倍もの収益が得られる

経済的メリットがあり、できるだけ多くの使節団

を派遣することを望んだ。そこで明帝国は、安南・

琉球の使節の団員は150人に限るとか、日本につ

いては船2隻、使節団員は200人に限るというよう

に制限を後に加えた。

朝貢使節かどうかを識別するために、礼部が周

辺の支配者に勘合符を発行し、明帝国の役所が保

管する割り札と照合した上で貿易を許可する制度

をとった。「海禁政策」のため、1371年民間商人

の貿易は一切禁止された。１０世紀以後進められて

きた中国商人の印度洋・南シナ海での交易活動は

後退した。しかし過剰人口に悩む福建・広東など

の入念にとっては苛酷な措置であり、東南アジア

に移住し、密貿易が続けられた。マラッカ海峡の

スマトラ島パレンバンが華僑の本拠地となった。

洪武・永楽の50年間に、暹羅が50回、占城(チャ

ンパ、ベトナム中部)が製回、真胴(カンボジア）

が14回、最も活発に朝貢貿易を行った琉球琉球が

119回であった。

２『歴代法案』の時代背景について

朝貢貿易とは、国内の封建的な君臣関係を諸

外国に適用するもので、中国は宗主国、諸外国は

藩属国とみなされた。このような外交関係を貿易

面まで拡大したのが明朝である。

1369-70年にかけて洪武帝は新王朝の成立を告

げ、朝貢を呼びかける使節を東アジア、東南アジ

アの各地に派遣した。日本、朝鮮、暹羅(シャム)、

蘇門答刺(ソモントウラ)、西洋墳里(南インドの

チョーラ）など10数ヶ国が明朝廷への朝貢を承諾

している。中国の皇帝が周辺諸国の支配者を臣従

させ、服属した周辺の支配者が使節を派遣して貢

ぎ物を献上するのに対して、貢ぎ物以上の下賜品

を賜わるという形式で行われる。明帝国の皇帝の

権力を誇示するための手段であり、遠隔地の間接

的統治法である。

中国側からすれば、多大の出費を必要とする政

治性の強い儀礼である。しかし、周辺諸国にとつ

勘合符（割り札）

1383年(洪武16)に暹羅(シャム)に「暹羅」の「羅」

字の勘合符を与えたのが最初である。

明代初期中国の海外移住は禁じられていた。しか

し、永楽帝は日明貿易の便宜を図るため、自国か

ら三十六の家族を選び、外国へ送り込んだ。彼等

は皇帝の代理であり、得た利益はすべて明国に入

れるという地用件で交易活動を任された。民間交

易の禁止が南アジアへの中国人の脱出となった。

そして朝貢貿易が衰退すると自力で裕福な生活を

築こうと各地へ散っていった。

－１６５－
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３『歴代法案』に於ける琉球と東南アジア交

易諸国の染織品解釈について

当時琉球が交易を行っていたアジアの国別に染

織品の解釈をこころみたい。ここでは染織品の解

釈をする場合、いわゆる漢字をもとに解釈する。

東南アジアの染織品についても当時の琉球人がそ

れぞれの漢字を用いて名前を舶載される染織品に

つけた。今日用いる漢字は中国の織物の名称を参

考にした。

暹羅(シャム）

１０世紀中頃に段思平によってタイ人の国「大理

国(白蛮)」が建国され、そして宋帝国とは朝貢関

係にあった。首都の大理(ターリー)は現在の中国

でも大理石の産地であり、チベット・ビルマ地方

につながる交易ルートの要衝に位置する都市であっ

た。1253年モンゴル帝国のフビライによって陥落

され、300年の歴史を閉じたが、多くのタイ人が

インドシナ半島を南下し、タイ人の国スコータイ

(1238-1350)朝が建国された。そしてアユタヤ(1

350-1767)朝へと引き継いだ。1425-1481年の５６

年間に24回もの交易を行っている。

粧花・織花・抹」の四種類の技法があげられてい

る｡

写真１鋒紅織金壯花喜字串枝並帯蓮花殿

金鍛金入り綴子。緯糸に金糸が織り込まれた殿

子つまり斜紋地の５あるいは６枚組織の織物をい

う。金糸を用いたもので今日の金欄にあたる。

花鍛はなやかな、美しい草花の形をした紋様の

ある殿子をいう。金欄は金糸を用いるのに対して、

「綴」は絹糸で紋様を織り出している。

閃鍛ぴかぴか、きらきら光るか。

雲鍛（緑・白・藍・桃紅）絹の生地の白地や、

印度藍や琉球藍、ラックなどで染められた糸で織っ

た雲模様を織り出した殿子をいう。

色鍛経糸と緯糸の色を違えた織物で光の当たり

方によってきらきらと光る優雅な織物である。

殿殿子とは、中国で発祥した。『和漢三才絵図』

には閃鍛とある。精練処理をした絹糸を用いた斜

文織地または嬬子織地の紋織物をいう。

現在我盈が目にする紋織を当時の殿子と解釈す

ることは難しいが、その技術の繊密さにおいては

衰退とみれる今日各地に残っている織物から想像

することは、無駄なことではないだろう。

現代の西スマトラ地方のミナウカバウでは金糸

の紋織が行われている。緯糸紋織は現地ではソン

ケットと呼ばれている。南スマトラのクルイ地方

やカリアンダ地方など広範囲で行われている。

以上の他に素鍛・脊索殿(素青鍛)・官鍛などが

織金鍛

織金は金欄のことで、『釈氏稽古略』に無準が

宋の光宗から金欄僧衣を賜わったものは織金の袈

裟であると解せるが、わが禅僧によって織金を金

欄と呼び慣らしたらしいと太田英蔵氏が『織物』

のなかで述べている。僧侶の法衣や袈裟裂として

輸入されたことから金糸入りの欄衣という意味で、

金欄と呼ばれるようになった。今日、茶道に使わ

れる名物裂のほとんどがこの技法の織物である。

綾織地に紋様部分の平組織を金箔糸(平金糸)で織

り出したものである。なかには嬬子地のものもあ

る。中国の宋代から明代にかけて遡る織物である。

絹糸を芯として金の薄板を細く裁った金線を巻き

つけたものを金モールといい、この糸を用いた織

物を金モールといって区別している。この織物は

インドのムガール帝国(16～19C)とペルシャのサ

ファービー朝(16～17C)とのものがある。

清代初期の『天水氷山録』によると「綴」とは、

綾織の変化組織の織物を地組織としたものではな

く、平織あるいは綴子織を地組織としている。さ

らに「絨」は無地と紋様入りに分かれ、「織金．

－１６６－



片岡：『歴代法案』に於ける染織品の解釈について(－）

ある。

金紗紗織組織に金箔糸(平金糸)を織り込んだも

のである。元和年間(1615～1623)に明の工人が堺

に来てこの織法を伝えたといわれている。沖縄の

紗織と平織を併用した綿織物がある。

上水花布「上水花布」というのは、１５世紀シャ

ム(タイ国)のアユタヤの西北400余里のところに

市鎮という交易地があり「上水」といった。「上

水」とはそこで得られた「花布」美しい草花模様

のある布と解釈できないだろうか。織物か染物か

については確たる文献がないので断言できないが、

花模様の織物ならば、綴とか紗などと織技法を使

うところだが、ここでは布という字を用いている。

織技法でなければ染物ということになると、シャ

ム更紗といわれるものであろうか。主に仏教寺院

で用いられているもので、インドで作ってシャム

に輸入されたとされている。極薄い木綿の平織地

に細い白抜きのロウケツ線に赤や緑、青色地に仏

像・草花・獅子などが染められている。古渡更紗

として珍重されている染物のひとつである。

紅布紅色の布をいう。この他に祐紅布があるが、

外来語を中国語表記に書いたものであろう。染織

用語の意味内容が見当たらない。

緑鎖鎖金とは印金に当たる。勘合貿易について

書かれている『善隣国宝記』に明国で足利家の紋

章である梧桐文を別製したらしいとある。紗織物

の上に漆または膠糊を型押しして金箔を貼りつけ

たものである。

手巾総花絲黄布「手巾」は現在の「ティサージー」

、「織花」は現在の読谷山花織技法の一種の花糸

を用いた「ティーバナ」という縫取織を指すので

はないか。そして全体の印象として黄い味の色布

をいう。

西洋絲才耳布（１）インドのグジャラート産の綿

織物（２）マラッカ海峡より西側を当時西洋とい

うことから、インドあるいは中近東諸国から運ば

れた布の二つの解釈が考えられる。「才耳」を

「剪茸」と解釈することができるならば、中国は

もとより、ペルシャやトルコなどでも盛んに織ら

れていたパイル織物の－種と解釈できる。素材は

「絲」は絹を指すことから、絹製の今日のベルベッ

トに近いものではないだろうか。それとも亜熱帯

騒裟噂

花染の手巾．竹富島喜宝院蔵

那覇市制70周年記念企画琉球文化秘宝展より

地方の沖縄に羊毛製の敷物を、わざわざ持ち帰っ

たであろうか。床生活をしていた沖縄の束の間の

冬には必要であったであろうが、保存の点からも

考えて、多くは他国の土産になったであろう○

剪絨花藍現代の絨毯のようにパイル織をした花

模様のある美しい敷物である。暹羅は当時アラブ

の商人とも交易していたことからも中近東からも

たらされたものであろう。当時の交易の広さと染

織品の多様さを十分に物語っている○「剪絨」と

は『中国紡織科学技術史」によると、「経糸のす

き間に針金に緯糸を巻きつけてループを作り、紋

様の部分のみ刀でループを切った織物」としてい

る。「花匪」とは羊毛を縮絨した敷物で色点な染

色された羊毛で模様を表わしたフェルトの敷物で

ある。「剪絨花匪」と続けて掲載していることに

ついては、「剪絨」と「花艶」は別交の織物技法

なので、分けたほうがよいであろう。

爪珪国(ジャワ）

古くかち良質の胡椒の豊かな産地として中国人に

有名で、中国の銅銭がそのまま通用する状態にあ

り、明帝国とも強いつながりを持っていた。1440

-1441-1442年の計三回の交易が記録されている。

脊索殿・閃色綴・白鍛・白素鍛・白花鍛・葱白花

鍛・緑鍛・緑花鍛・藍鍛・藍色素殿など染色技術

が高度に発達していたことがうかがえる。

「素」と「花」の「殿」の解釈は、「素」とは

「無文」を指し、「花」は「有文」を指す。

－１６７－
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蘇門答刺（ソモントウラ）スマトラ島の都市サム

ドラ・パセー

（須文答刺とも記される）

インド洋と南シナ海の季節風の吹く方向が異な

るため、風待ちをするムスリム商船で１５世紀前半、

特に賑わった。1463?-1468?の記録がある。緑雲

鍛・柳黄綴・青鍛・色鍛が舶載されてきている。

ここで参考品として、『染織の美５』の31ページ

上図「スマトラ島パンダ・アチェ絹経耕銀糸縫

取織腰巻」２０世紀前半の資料をあげたい。

ク交易にとって重要な位置を占めていた。スマト

ラ島南東部の河港都市である。１１世紀の宋代から

宋帝国と三佛斉（シユリービシャヤ王国）は極め

て親しい関係にあった。明代になると民間貿易が

禁止になり、華僑の密貿易の本拠地となった。

1431-1438-1440の三回の記録がある。弦布・各

色鍛・各色羅・各色紗・白鍛の舶載品がある。

満刺加（マラッカ）

マレー人貴族が建てた港市で、最初はアユタヤ

朝に服属していたが、

1405(永楽３)年に明帝

国の冊封下に入り、１４

０７(永楽７)年に鄭和か

ら詔書・双台の銀印・

冠帯・抱衣を受け結び

付きを強め、マラッカ

王国(1400年頃-1511）

の保護の姿勢を明らか

にしたため、アユタヤ

朝がマラッカの領土を

侵すことがなくなった。

中継港として豊富な中

国商品が集まり、ムス

リム商人をはじめとす

る多くの商人が集まつ

スマトラ島パンダ・アチェの腰巻 た。トメ・ピレスの『東方諸国記』は、「マラッ

カはカンバヤなくしては生きてゆかれず、カンバ

ヤ(炊八葉城)もマラッカなくしては豊かに繁栄す

ることはできない」とインド洋における綿布の主

産地カンバヤ(グジャラート地方の中心港市)と密

接な関係を持っていたことを指摘している。しか

し、1511年になるとポルトガルにマラッカ港を占

領されて衰退に向かった。

1463-1464-1465-1466-1467-1468－1469-14

70-1480-1481の10回の記述がある。

吉地布中国の『梁書』林邑国伝の注釈には、木

綿を「吉貝(きつ(まい)は樹木なり。その華の成る

時、鶴嘉の如く、その緒を柚き之を紡ぎ以て布を

作り、潔白にして苧布と殊ならず。また染めて五

色を成し、織りて斑布となすなり。」といわれて

いたことから木綿地の布ということであろう。そ

して絹の経糸や緯糸で模様が織り出されていたで

この資料は経餅と経縞模様に４種類(あるいは

４枚)の花綜統を使って銀糸の模様を表わしてお

り、今日沖縄県読谷村で織られている技法と基本

的に同じである。さらに現在では織られていない

が、知花・美里村（現沖縄市）も同様の織物があっ

た。素材は木綿と絹、時代も地域も全く異なる。

しかし、素材の差は問題ではなく、織物文化が根

付いており、さらに時代の差を考慮しても、伝播

あるいは琉球とアチェとは交易ルートで結ばれて

いたのではないか。

三佛（仏）斉（サンプツセイ）スマトラ島のパレ

ンバン（Palembang）

インド洋、南シナ海、ベンガル湾、ジャワ海の

四つの海域を結ぶ十字路の位置しており、ジャン

－１６８－
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あろう。さらに「男女皆、横幅の吉貝を以て腰以

下を綴らし、之を干漫と謂い、また都綴という。．｡

・林邑・扶南より以南の諸国、皆然り。」とある。

1998年３月のラオス東北部シェンコー地区で常緑

の喬木の木綿（きわた）の木と実の花と綿を確認

することができた。今日では繊維が短いので、織

物素材の使用よりも布団綿としてもっぱら使って

いるということである。

腰巻きスカートには絹と木綿の交織が今日一般的

に見られる。林邑や扶南の以南とは現在のベトナ

ムやカンボジア、ラオス地域を指している。

織金金欄、綾織地に金箔糸を絵緯として使用し

た織物である。

西洋布インド国グジャラート産の綿布。

『明史』暹羅伝は、アユタヤ朝の明帝国に対する

朝貢品の中に「西洋布」が含まれている。

朝鮮国

琉球は高句麗（918-）末から使臣を送ってき

ていたが、朝鮮時代（1394-）になると両国の交

渉は頻繁になった。琉球は毎年歳遺船を送り、朝

鮮は琉球人に官職を下賜して優待した。

李朝実録とは朝鮮、李朝の大祖から第25代哲宗ま

での471年間の歴史を編年体で記録した書であり、

正式には『朝鮮王朝実録』という。政治、経済、

法律、外交、軍事、産業、交通、通信、学術、文

化、美術、宗教、風俗などあらゆる分野の国家の

活動状況が詳述されている。琉球の風俗について

も詳細に記録されている。朝鮮国の染織研究につ

いてはまだ詳細な研究報告がなく今後に期待され

るところが大きい。

1467-1469-1480-1597-1601-1606－1611に記

録がある。

(潤)綿布光沢のある平織木綿布。あるいは「潤」

を「飾りのある」と解釈すると現在沖縄の読谷村

で織られている花織のようなものであろうか。た

だ韓国で当時あるいは今日織られていた事実は確

認していない｡やはり前者の解釈が現在のところ

妥当であろう。

(白紙)綿紬白く細い木綿と絹の手紡ぎの交織織

物。木綿は綿繰りの工程時に細かな枯れ葉が入り

やすくこれを取り除いた白く細い手紡ぎの木綿絹

交織布をさしているのではないだろうか。あるい

は、絹の織物を指す。この歴代宝案の記録者は染

織の専門家ではなく、多分に私観で記録している。

元代に生まれた言葉「東洋」と「西洋」

東南アジアからインド洋周辺の海域を、「南海

諸国」「海南諸国」、潮流の関係から生まれた言

葉で、インドシナ半島は「上岸」とされ、東南ア

ジアの島唄部からインド洋沿岸の諸国は「下岸」

とよばれた。あるいは、航路が長い海域が「深謝、

短いものが「浅番」と区分けしていた。宋代に伝

統的に用いられていた呼称も元代になると航海が

頻繁に行われ、航海用語と地理的認識が結合し、

元来は針路というような意味をもつ「東洋」「西

洋」という言葉が海域名として用いられるように

なった。マラッカ海峡とスマトラ島のランプリが

二つの海域の境界として設定された。「西洋」と

は中国にとってインドを指し、コーチンとキロン

などの港市があったが、充実した行政機構と精鋭

の陸海軍を有していたカリカット（古里）と交易

していた。さらにブルネイを境に、それ以東を

「小東洋」以西を「小東洋」と称する場合もあっ

た。『鄭和の南海代遠征』宮崎正勝箸より

各色鍛・青鍛・別布好唱（コウタン）・別底唱・

南母掌・林母掌・山南東不・山南不文地里・山南

北・火□外・紹達布・細紹達布などあるが、外来

語を中国語表記にしたものであろう。遊布は、か

おる．かぐわしい布ということになるが、具体的

な染織用語を表わしてはいない。

天華龍紬

紅(白>細苧布白いまたは紅花染めされた細かい

薄い苧麻の織物布。
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棋子花異色手巾棋子とは碁石を指す。碁石は丸

くこのような小形の花の紋様がいちめんに分布し

た、いろいろな色の緯糸で紋織された手拭。「覆

盆子錦」といういちごの実が並列している意匠の

中国の明時代の名物裂があり、朝鮮国の同時代の

染織品を研究する上でも参考になるであろう。あ

るいは、「棋子色」は黄燈色である。

彩色絲手巾色とりどりの絹糸で織られた手拭。

緯糸の縫取織、沖縄のティーバナといわれる織物

に近いのではないだろうか。

綿布染花手巾木綿平織の手拭を紅花染めしたも

のであり、簡単な絞り染めを施したものであろう

か。韓国の新羅時代（676-935）は盛んに絞り染

めが行われていたことから、時代が下がるが、竹

富島喜宝館の「花染の手巾（ティサージ）」のよ

うなものであろうか。

色線花布縞模様に花紋様が横並びに織り出され

ている布であろう。

粧花膝欄「粧花」とは牡丹や蓮の花を織り込ん

だ殿子織物である。技術的に高度の織物で少数し

か生産できなかったものの－つである。中国の明

代になって「錦」あるいは「花・素綜絲」を総称

して「粧花」と呼んだ。（註1)清代初期の『天水

氷山録』によると「粧花段」は、宋代前期の「絨

背」と同一類の織物であると述べられている。

織金孔雀青鍛これは東南アジア諸国産の織物が

中国にいったんもたらされ、そこから朝鮮国にも

たらされたものを琉球国に持ってきたものではな

いだろうか。絹青色地に金糸の孔雀模様が綾織地

に織り出されているものであろう。

歴代法案の染織品の解釈をする際、朝鮮国の李朝

実録も当時の様子を伺うためにたいへん参考にな

る文献の一つである。

李朝実録細目471年間総1893巻888冊から成る。

ここでは薩摩侵攻(1609年)以前の細目をあげる。

ii1iliillllilillllli
花染手巾竹富島喜室龍
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片岡：『歴代法案』に於ける染織品の解釈について(－）

これらの資料から今日琉球についての記述がわ

かったものを列記したが、歴代法案と合わせて、

今後、韓国の染織の研究者との共同研究をするこ

とによって次第に解ってくることであろう。

の一つである。中国の宋・元・明・清代に我が国

に伝わった裂を茶道では名物裂として珍重した。

南方諸国やヨーロッパの外国製品も含まれる。こ

れらの裂も参考になろう。

琉球に残された当時の染織品については、墨

書のあるものが全くといってよいほどない。しか

し琉球の古い裂の特徴として神衣装との関連が強

い。当時の製は聞得大君という霊的支配の最高位

に位置するノロが、琉球各地のノロに外国からも

たらされた染織品を授ける。このことによって日

常とは違う特別な染織品として大切に保管され、

今日に伝存されたという特色があげられる。久米

島、奄美諸島などよい例である。これらの資料か

ら当時の様子を伺い知ることが出来よう。また、

琉球の位階制度と中国の位階制度とは必ずしも一

致していない。琉球での使者の位をそのまま中国

で用いたのであろうか、交易を有利に行うために、

大和朝廷のように渡航するときだけ位を上げたり、

港に着いたときに服を着替えたりしたことも行わ

れていたことだろう。この点の研究も進むと琉球

王朝時代の舶載品の用途がさらにはっきりしてく

るだろう。

綾織や綴子織地に紋様を織り出すことは当時、

行われていたであろうか。むしろ地組織は平織で

も金糸や色糸で織出された織物に「殿」という字

を当てたのではないだろうか。中国では早くから

高度な織物技術が行われていたが、周辺諸国まで

技術と用語が徹底されていたかは定かでない。当

時の染織品が東南アジアの国共に残っていればよ

いが、残念ながら当時の様子は文献や日本の伝世

品から想像しなければならない。

４染織品の単位について

それぞれの染織品について用いる数量の単位を

知ることによって、形状が理解できる。

匹「錦・殿・紗・綿紬。（綿・麻・苧・紹達・

芯)布」などの織物に用いている。織物あるいは

巻いた布二反。二つ並び、相対するもの。鯨尺の

二丈八尺。

疋匹の俗字。「布」に用いる。反物二反。周尺

の二丈の織物二巻の称。巻いた布二反を表わす。

端「土蕉布」に用いる。

周代の布の長さの単位で二丈。または－丈六

尺。周代の一丈(十尺)は1.8メートル。

反織物の長さの単位を表わし、長さ二丈八尺

（約8.5メートル）である。ほかに「返す」とい

う意味もあり、一匹は通常二つに折られ、さらに

折り畳まれる。現代では一反というと着物一枚分

の長さの布を指し、13.00メートル程度必要となっ

ている。巻芯に巻かれた反物に対して、匹物は等

分に折り畳まれていることから、当時輸送形態を

知る上にもこの染織品の単位を明らかにする意味

がある。

領「花鹿」に用いる。衣類を数える語。－領は

－そろい、－かさねの意味。くぴ、くびすじ。

条「花布・手巾」に用いる。細長い物を数える

語。今日東南アジア諸国の服飾形態を参考にする

ことができるとすれば、肩掛や腰巻、胸当などの

大きさの布に用いるのではないだろうか。

斤「別布・吉地布」に用いる。重量の単位。 外来の染織品は、神衣装と深く関わっていたこ

とは沖縄の染織史の特徴であるが、また沖縄の染

織技法に影響を与えたとも言えよう。錦・殿子・

羅など大がかりな装置や複数の織り手によってで

きる織物はできなかったが、これらの高価な舶載

品は冠や帯など服飾品に用いた。また、組織・花

織・花倉織・両鍛織など地機に簡単な効率のよい

装置を加えることによって独自の織物文化を作っ

た。また餅織物も御絵図に代表される合理的かつ

美しい織物を生み出した。

外来の品を自ら作り出したいという欲求は何時

ここでこれらの織物と琉球の織物についての影

響を試みてみよう。我が国に伝存する同年代の染

織品との比較には、1595年(明代寓暦23年)上杉

景勝に贈られた明服の遺品や、和歌山県熊野速玉

大社の神宝装束の中に明からの輸入品と伝えられ

ている裂がある。さらに高野山天野社に伝存する

紺地金欄舞楽装束補檎(りょうとう)には永和四(1

378)年の墨書があり、時代考証をするためにも当

時の染織品の様子を知ることが出来る貴重な資料
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漂流琉球国記宮内庁蔵１３世紀半ばの琉球人が

描かれている。

の世にもあるものである。複雑なものは持ってき

たほうがよい場合が多い。染織についても同様に

考えることができないだろうか。

桑畑や蚕を飼育する施設、糸繰機や大がかりな織

機など綾や嬬子組織に紋糸の金欄や殿子はたいへ

ん高度な装置が必要である。それよりも、平織地

に紋織をする東南アジアの織物に技術の類似性が

みられないだろうか。もっとも一概には言えない

が、たとえば「いちご手」といわれている織物を

見ると、経糸をすくって織り出したのではないか

と思われる資料がある。名瀬市立奄美博物館の

「紺木綿琉球花織ヒレ」といわれているものであ

る。緯縞の間に色糸を使って小花が織り出されて

いる。模様を観察すると一段ずつ経糸をひろって

織り出されていることがわかる。つまり紋綜統を

使わない模様織をしている。この資料を見ている

と、なんとか美しい織物を織り出してみたいと思

う織り手の心が現われているようである。形もヒ

レつまり鉢巻程度の大きさの布であり、丈も「花

布・手巾」に細長いものを数える単位の「条」を

用いていることからも、多綜統を用いず一段一段

模様を織り出したのではないか。

(註1）武敏著織繍幼獅文化公司台湾

幼獅文化事業公司1995年Ｐ217-219
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以上、東南アジアの国点からもたらされた染織

品の解釈を試みたが、大部分は外来語を中国語表

記に当てたのであろう。漢字の音からでは、染織

用語の意味を探す手がかりが得難かった。ここで

は織技法についての類似性についてであり、でき

上がる布は着物という衣装に仕立てるので独特の

服装形態になることを断わっておく。アジアの染

織品と沖縄の織物について述べたが、中国や日本

本土の織物についての影響については改めて述べ

ることにする。

組織・図で説明

金紗と芭蕉組織、花倉織

花織タイ・マレーシアと読谷山花織

参考染織の美５Ｐ４５スマトラ島パレン

バン銀糸縫取織の図

Ｐ“右上図
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